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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結

累計期間
第68期

会計期間
自 平成26年４月 1日
至　平成26年６月30日

自 平成27年４月 1日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月 1日
至　平成27年３月31日

売上高 (百万円) 54,891 59,072 248,396

経常利益 (百万円) 724 1,099 5,966

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,371 828 4,153

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 1,161 1,076 6,166

純資産額 (百万円) 36,736 41,702 41,473

総資産額 (百万円) 76,673 97,179 84,289

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 55.94 33.80 169.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.78 42.84 49.12
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしており

ません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間における、当社及びグループ企業において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（化学品事業）

　当第１四半期連結会計期間において、ミヤコ化学株式会社の全株式の取得に伴い、ミヤコ化学株式会社を連結子

会社にしております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境に改善が見られ、景気は緩やかな

回復基調を維持しているものの、個人消費には依然力強さが欠ける状況が続いております。また、中国経済の成長

減速やギリシャの債務問題など国際的な不安要素もあり、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは、平成26年４月23日に発表した中期経営計画「躍進2016」の諸施策を推進し

ております。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比7.6％増の590億72百万円、営業利益

は、前年同期比21.8％増の８億87百万円、経常利益は、前年同期比51.8％増の10億99百万円、税金等調整前四半期

純利益は、前年同期比116.2％増の11億46百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等調

整額の増加により前年同期比39.6％減の８億28百万円となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　繊維事業

当セグメントにおきましては、素材分野が堅調に推移し、売上高は前年同期比5.1％増の249億50百万円とな

り、セグメント利益（税金等調整前四半期純利益）は前年同期比大幅増の３億91百万円となりました。

②　化学品事業

当セグメントにおきましては、ファインケミカル関連が堅調に推移し、売上高は前年同期比4.2％増の218億74

百万円となり、セグメント利益（税金等調整前四半期純利益）は前年同期比51.8％増の７億９百万円となりまし

た。

③　機械事業

当セグメントにおきましては、中南米向け車輌事業が堅調に推移し、売上高は前年同期比21.9％増の122億22

百万円となりましたが、セグメント利益（税金等調整前四半期純利益）は前年同期比43.6％減の22百万円となり

ました。

④　その他

当セグメントにおきましては、売上高は前年同期比80.6％減の24百万円となりましたが、セグメント利益（税

金等調整前四半期純利益）は前年同期比22.2％増の11百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、971億79百万円となり、前連結会計年度末に比べ128億90百万円

増加しました。これはミヤコ化学株式会社を子会社化したこと等に伴い、主に受取手形及び売掛金が45億４百万円

増加、のれんが44億68百万円増加、投資その他の資産が23億58百万円増加、商品及び製品が19億11百万円増加した

ことによるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、554億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ126億61百万円増

加しました。これはミヤコ化学株式会社を子会社化したこと等に伴い、主に支払手形及び買掛金が71億35百万円増

加、流動負債のその他(未払金)が30億36百万円増加、関係会社短期借入金が12億円増加、繰延税金負債が６億92百

万円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、417億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億29百万円増

加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により８億28百万円増加、その他有価証券評価

差額金が２億78百万円増加し、配当金の支払により８億33百万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は14百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当連結会社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 55,000,000

計 55,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,303,478 25,303,478
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 25,303,478 25,303,478 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 25,303,478 ― 6,800 ― 1,700

 

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年３月31日現在

区　分 株式数（株） 議決権の数(個) 内　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

785,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 24,473,400
 

244,734 ―

単元未満株式 普通株式 44,178
 

― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  25,303,478
 

 

― ―

総株主の議決権 ― 244,734 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、次のものが含まれております。

イ）証券保管振替機構名義の株式　　　　　　　　　　　　　　　 　　        800株(議決権８個)

ロ）株主名簿上は当社名義だが実質的に所有していない株式　　　　　　        100株(議決権１個)

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、次の株式が含まれております。

自己保有株式 蝶理株式会社     18株
 

 

② 【自己株式等】

平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

(％)

(自己保有株式)
　蝶理株式会社

大阪市中央区淡路町
一丁目７番３号

785,900 ― 785,900 3.11

計 ― 785,900 ― 785,900 3.11
 

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株(議決権１個)あります。

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

EDINET提出書類

蝶理株式会社(E02509)

四半期報告書

 6/20



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

蝶理株式会社(E02509)

四半期報告書

 7/20



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,732 9,512

  関係会社預け金 ※1  4,000 -

  受取手形及び売掛金 43,897 48,401

  商品及び製品 11,191 13,102

  仕掛品 119 28

  原材料及び貯蔵品 28 4

  未着商品 490 320

  繰延税金資産 260 341

  その他 4,290 4,987

  貸倒引当金 △117 △105

  流動資産合計 71,894 76,592

 固定資産   

  有形固定資産 1,325 2,646

  無形固定資産   

   のれん 518 4,986

   その他 205 248

   無形固定資産合計 723 5,235

  投資その他の資産 ※2  10,346 ※2  12,704

  固定資産合計 12,395 20,586

 資産合計 84,289 97,179

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 33,165 40,300

  短期借入金 986 904

  関係会社短期借入金 - ※3  1,200

  未払法人税等 148 395

  賞与引当金 610 389

  返品調整引当金 2 2

  関係会社整理損失引当金 408 418

  その他 5,341 9,027

  流動負債合計 40,664 52,638

 固定負債   

  社債 20 20

  長期借入金 22 15

  繰延税金負債 37 729

  退職給付に係る負債 2,018 1,992

  その他 52 80

  固定負債合計 2,151 2,837

 負債合計 42,815 55,476
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,800 6,800

  資本剰余金 1,700 1,700

  利益剰余金 30,759 30,742

  自己株式 △782 △783

  株主資本合計 38,477 38,459

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,428 1,706

  繰延ヘッジ損益 △67 10

  為替換算調整勘定 1,624 1,511

  退職給付に係る調整累計額 △58 △55

  その他の包括利益累計額合計 2,926 3,172

 非支配株主持分 70 71

 純資産合計 41,473 41,702

負債純資産合計 84,289 97,179
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 54,891 59,072

売上原価 50,349 53,949

売上総利益 4,542 5,122

販売費及び一般管理費 3,813 4,234

営業利益 728 887

営業外収益   

 受取利息 11 11

 受取配当金 117 137

 持分法による投資利益 5 59

 負ののれん償却額 15 -

 為替差益 - 32

 債務勘定整理益 29 24

 雑収入 58 47

 営業外収益合計 238 313

営業外費用   

 支払利息 17 13

 手形売却損 42 61

 売上割引 17 17

 為替差損 62 -

 貸倒引当金繰入額 98 -

 雑支出 3 8

 営業外費用合計 242 102

経常利益 724 1,099

特別利益   

 関係会社株式売却益 - 48

 固定資産売却益 2 1

 負ののれん発生益 113 -

 投資有価証券売却益 32 -

 特別利益合計 148 49

特別損失   

 投資有価証券評価損 - 2

 固定資産処分損 5 0

 関係会社整理損 202 -

 東京本社移転費用 133 -

 投資有価証券売却損 0 -

 特別損失合計 341 2

税金等調整前四半期純利益 530 1,146

法人税、住民税及び事業税 104 282

法人税等調整額 △946 33

法人税等合計 △841 315

四半期純利益 1,372 830

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,371 828
 

EDINET提出書類

蝶理株式会社(E02509)

四半期報告書

10/20



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 1,372 830

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 75 277

 繰延ヘッジ損益 △11 78

 為替換算調整勘定 △216 △20

 退職給付に係る調整額 29 2

 持分法適用会社に対する持分相当額 △86 △92

 その他の包括利益合計 △210 245

四半期包括利益 1,161 1,076

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,161 1,074

 非支配株主に係る四半期包括利益 0 1
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、ミヤコ化学株式会社の全株式を取得したことに伴い、連結の範囲に含めてお

ります。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(会計方針の変更等)

会計方針の変更　

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。　

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ62百万

円減少しております。
　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。
　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 関係会社預け金は、東レグループ・キャッシュマネジメントシステムによる東レ株式会社への預け金でありま

す。

※２ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

投資その他の資産 422百万円 909百万円
 

　

※３ 関係会社短期借入金は、東レグループ・キャッシュマネジメントシステムによる東レ株式会社からの借入金で

あ　ります。

 ４ 手形割引高

　

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

輸出手形割引高 1,341百万円 1,329百万円
 

　

 ５ 手形裏書高

　

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 275百万円 166百万円
 

　

 ６ 債権流動化に伴う買戻義務

　

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

債権流動化に伴う買戻義務 3,607 百万円 3,826百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自 

平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん

の償却額は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

減価償却費 68百万円 73百万円

のれんの償却額 44百万円  43百万円

負ののれん償却額 15百万円 ―百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月13日
取締役会

普通株式 809 33.00 平成26年３月31日 平成26年６月13日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月13日
取締役会

普通株式 833 34.00 平成27年３月31日 平成27年６月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高         

外部顧客への売上高 23,750 20,991 10,024 54,766 124 54,891 ― 54,891

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― 101 101 △101 ―

計 23,750 20,991 10,024 54,766 226 54,993 △101 54,891

　セグメント利益 2 467 39 509 9 519 11 530
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報・通信機器の取扱及び各種役

務提供等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額11百万円は各報告セグメントで負担しているリスク等負担金の相殺額であります。

３．報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の税金等調

整前四半期純利益と一致しております。

 

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(重要な負ののれん発生益)

当第１四半期連結累計期間において、株式会社東京白ゆり會の株式取得に伴う子会社化により、負ののれん発

生益113百万円を特別利益に計上しております。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、「繊維事業」セグメントにおいて113百万円であります。
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当第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

 繊維事業 化学品事業 機械事業 計

　売上高         

外部顧客への売上高 24,950 21,874 12,222 59,047 24 59,072 ― 59,072

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― 101 101 △101 ―

計 24,950 21,874 12,222 59,047 126 59,174 △101 59,072

　セグメント利益 391 709 22 1,122 11 1,134 11 1,146
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、事務処理受託等の各種役務提供を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額11百万円は各報告セグメントで負担しているリスク等負担金の相殺額であります。

３．報告セグメント及びその他の事業セグメントのセグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の税金等調

整前四半期純利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

(子会社の取得による資産の著しい増加）

当第１四半期連結会計期間において、ミヤコ化学株式会社の株式を取得し、連結の範囲に含めたことにより、

前連結会計年度の末日に比べ、「化学品事業」のセグメント資産が16,708百万円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動）

「化学品事業」セグメントにおいて、ミヤコ化学株式会社の株式を取得し、子会社化したことにより、のれん

が発生しております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては4,511百万円であります。

また、当該金額は暫定的に算定された金額であります。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

(セグメント利益の測定方法の変更)

当第１四半期連結会計期間から、経営資源の配分の決定及び業績をより的確に管理、把握することを目的に、

各セグメントが保有しているリスク資産に対して社内計算上、所定の負担金を賦課することに変更しておりま

す。

なお、前第１四半期連結累計期間に係る「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情

報」は、変更後の方法により記載しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称： ミヤコ化学株式会社

事業の内容　　　： 化学品・合成樹脂・医薬品・食品・包装材・電子部品等の原料・製品及び周辺材
を取り扱う商社

 

　
（２）企業結合を行った主な理由

ミヤコ化学株式会社は、1921年創業の業歴90余年を有する化学品・合成樹脂・医薬品・食品・包装材・

電子部品等の原料・製品及び周辺材を取り扱う商社で、幅広い取扱商品と良質な取引先等の基盤を構築し

ております。90年以上の歴史に培われた幅広くかつ質の高いサービスの提供を背景に、主に国内ユーザー

を中心としたビジネスを展開しております。

ミヤコ化学株式会社の取扱商品は、基礎化学品、産業資材、ファインケミカル、食品と幅広く、当社の

展開する化学品事業の取扱商品と一致する部分があります。

当社は、国内事業を中心とするミヤコ化学株式会社を子会社化することにより、当社が基盤とする貿易

(輸出入・海外取引)事業を補完し、国内外のバランスの取れた展開が可能となり、化学品事業の将来の拡

充に向けて布石となると考えております。具体的には、ミヤコ化学株式会社が国内で調達する商材を当社

の海外ネットワークを活用することで貿易取引の拡大を図るとともに、当社が海外で調達する商材をミヤ

コ化学株式会社の国内顧客に販売すること等によりシナジー効果が生じるものと考えております。

ミヤコ化学株式会社は、既に一定の事業規模を有しており、収益性は比較的安定しており、近年の業績

は順調に拡大していることから、当社によるミヤコ化学株式会社の子会社化は、当社グループにおける事

業規模及び収益性の拡大を期待することができ、ひいては企業価値の増大に資するものと考えておりま

す。
　
（３）企業結合日

平成27年５月15日

平成27年４月１日(みなし取得日)
　

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得
　

（５）企業結合後企業の名称

ミヤコ化学株式会社
　

（６）取得した議決権比率

100%
　

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。
　

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当第１四半期連結累計期間においては、四半期連結損益計算書に被取得企業の業績は含まれておりません。

なお、ミヤコ化学株式会社の決算日は、12月31日であります。
 

３．被取得企業の取得原価

取得の対価 取得対象子会社株式の普通株式 6,388百万円

取得原価  6,388百万円
 

 

　
４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

4,511百万円

なお、上記の金額は暫定的に算定された金額であります。
 

（２）発生原因

主として今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。
 

（３）償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 55円94銭 33円80銭

　（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 1,371 828

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益(百万円)

1,371 828

　普通株式の期中平均株式数(千株) 24,519 24,517
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。
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２ 【その他】

平成27年５月13日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

 　

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

普通株式 833 34.00 平成27年３月31日 平成27年６月16日 利益剰余金
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月10日
 

蝶理株式会社

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員　　
 公認会計士　　石　　黒　　　　　訓　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　　田　　信　　之　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蝶理株式会社の

平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蝶理株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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